
令和３年度　江戸川区立鹿骨東小学校　学校関係者評価　中間評価用報告書
目指す学校像
目指す児童像
目指す教師像

取組 成果 成果と課題 評価 コメント

学校教育目標

○思いやりのある子・・・互いの人格を尊重し、心豊かな子　自己肯定感の高い子の育成
○健康で明るい子・・・安全で健康な生活を心がけ、体力のある子の育成
○よく考えくふうする子・・・自ら学び、深く考える子の育成
○ねばり強くやりぬく子・・・目標をもち、最後までやり遂げる子の育成

○　笑顔があふれる学校…児童が学ぶ楽しさが味わえ、成長を実感できる学校、保護者や地域にとっ
て、誇りと信頼がもてる学校、教職員が教育者として喜びが味わえる学校を目指します。
〇　元気で活力ある学校…児童が健康・安全・安心にすごせる環境作りと体力向上を目指します。
〇　創造力のあふれる学校…児童も教職員も学ぶ意欲と創造力をもち、課題に挑む学校を目指します。

前年度までの学校経営上の
成果と課題

＜成果＞本校の教育全般については、学校評議員・地域関係者・保護者等からおおむね理解を得ることができた。おやじの会、図書ボランティア、グリーンボランティ
ア、登校見守り、鹿骨東小学校ふるさと学習などについて地域や保護者と連携した教育活動を展開し、協働することができた。
＜課題＞朝読書、放課後補習を日常的に行う体制を整え全校で取り組んでいるが、学力の数値目標が達成できていない。さらに特別支援教育の充実が課題である。

教育委員会
重点課題

取組項目 評価の視点 具体的な取組 数値目標
自己評価 学校関係者評価 年度末に向けた

改善策

C

補習は、週5回ぐんぐん教室で行うことができて
いる。しかし東京ベーシックドリルでの1学期当
初と終わりの比較では、２・３年生は正答率が上
がっているものの、４～６年生では正答率が下
がってしまった。日頃からの取組を工夫する必
要がある。

B

コロナ渦の中教師達の努力に感謝。課題
は残っているが、取り組みとしては十分だ
と思う。都平均に比べ低いとのことだが、学
力は急には向上しない。しかし、上向きに
あるとのことなので、業者補習等うまく使
い、今後に期待したい。

B

都平均には到達していないもの
の、評議員の方々のご指摘のよ
うに上向きにはなっているの
で、現在の取組を継続していき
たい。さらに、授業改善も図って
いく。

朝読書や給食後の読書タイムなど児童らが読
書に親しむように取り組んでいる。その反面、タ
ブレットが一人一台配布されていることにより、
調べる際に教室でも手軽に調べられるように
なった。読書科などの時間に図書室利用する
良さを味わわせるようにする。

A

・読書週間が定着した。タブレットの活用は
時代の流れであろう。
・図書の更なる活用を今後に期待したい。
・読書は大事です。続けてください。
・朝読書や給食後の読書が安定しているこ
とはよいと思う。
・文字に親しむことの大切さを学べることに
感謝

読書時間は、引き続き、朝と給
食後に確保していく。
探究活動については、図書資
料と田ブレント検索それぞれの
利点を確実に指導し、意識的に
使い分けられるようにしていく。

児童アンケートによる運動に対する肯定的な回
答が８割以上の学級が１３学級あり、運動意欲
の高い学級が多い結果になった。しかし６０％
台の学級が１学級あり、学級差ができてしまっ
た。

A

コロナ渦の中できることを確実におこ
ない工夫している。体力向上に向
かっており、頑張っている。

新型コロナウイルス感染症対策
をしっかりとりながら、できること
を見極め、児童と共に工夫して
取り組んでいく。

オリパラ教育の推進 ・「オリンピック・パラリンピックレガシー創造プラン」
に基づく取組、「学校2020レガシー」の設定やオリ
パラコーナーの充実

「オリンピック・パラリンピック教育レガシー
プラン」に基づいた授業…35時間

児童アンケートでやり遂げた喜び・将来
への夢や希望に肯定的な回答９割
オリンピック・パラリンピックに興味・関心
が高まった児童９割

A B

パラリンピックを教室で観戦し、オリパラノートに
感想を書いたり、月曜朝会で校長がオリパラの
話をしたりするなどしっかり取り組むことができ
たが、アンケート結果は８割以上が８学級だっ
た。

A

観戦は中止となったが、やむなしと
考える。テレビ観戦など代替策が十
分行われたと考える。日頃の教育が
大事だと思います。

スポーツに対してだけではなく、
ボランティアマインド、障碍者理
解、日本人としての自覚と誇り、
豊かな国際感覚等も計画的に
行っていく。

体力の向上 ・体育の授業や休み時間における全校運動遊び
など主体的な運動の実施による運動意欲の向上

計画的に行う密にならない体育の授業の実施

基礎体力向上動画の公開（運動委員会作成）
密にならない大繩大会週間の実施

児童アンケートで、運動を進んでしているに肯定

的な回答児童８割
（限定的）新体力テストにおいて、昨年度比が向上

した児童９割
A A

授業以外の活動は継続してい
く。加えて、外国語講師やALT
との連携をより緊密にして授業
改善を図っていく。

健全育成に向けた取
組の強化

・いじめ・不登校の未然防止に向けた魅力ある学
校づくりの取組の充実
・チルドレン・サポートチームや生活指導連絡協議
会の活用

Ｑ-Ｕの実施…年間2回（１回は学校独自調査）

いじめ未然防止授業…各学期１回以上
いじめ防止「東っこ行動宣言」の作成掲示…通年

SOSの出し方指導…５年生年１回
校長講話…年３回　　児童アンケート…年３回

生活指導夕会による情報共有…毎週金曜日

ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰの全員面接…全学年
ＳＳＷの活用…全学年

「学級SNSルール」・「東小子どもルールブック」・

「東小家庭学習の手引き」・「東小家庭学習がんば

りカード」の作成と活用…年４回
情報モラルについての学習…各学年１回以上
学年単位の挨拶運動…年６回以上

あいさつマスターの実施…年３回

児童アンケートで地域や学校であいさつ
をしているかについて肯定的な回答が９
割
学校満足度調査（Ｑ‐Ｕ）による満足群の
割合が全国平均を超える学級９割
いじめの早期解決　継続０％
不登校継続数昨年度比減少

A A

健全育成に向けた取り組みはすべて計画通り
行われている。成果としては、インターネット被
害がないことや規範意識に対する肯定的な回
答が8割を超えている学級が、6割を超えている
ことなどが挙げられる。あいさつマスターの実施
により、児童アンケートで肯定的な意見が９割を
超えた。

A

・不登校児童数の減少は、よい成果と考え
る。
・大変ですが、先生たちの頑張りに期待し
ます。
・Q-Ｕ等アンケートをとりその結果を見直し
て進めることはよいことだと思う。その成果
が満足度の上昇に表れていると思います。
・SOSの出し方の授業もよい。SOSが出た後
の対応をしっかりやってもらいたい。
・未来の宝物を大切にしている。
・いじめはもちろんなくさなければなりませ
んが、それに打ち勝つ気持ち、力の指導も
お願いしたい。

・Ｑ-Ｕ１回めの分析を丁寧に行
い、それを後半の指導に生かし
ていく。２回目の調査において
確認し、さらに改善点があれ
ば、３学期に生かしていく。
・日常の連携を堅持しつつ、い
じめまたはいじめと疑われる状
況が見られた場合は、即座に
「いじめ対策委員会」を立ち上
げるなど組織的に対応してい
く。

外国語教育の推進 ・授業力の向上とALTの効果的な活用 昼休みにおけるハロータイム(英語遊び）
の活用
外国語専門講師との緊密な連携

児童アンケートで英語の学習が楽しいと
答える児童９割

A A

デジタル教材を使うことはＡＬＴと連携しながら
全学級で行っている。しかし、児童が楽しいと
感じるまでには至っていないので、さらなる教
材研究が必要である。

A

小さいうちからネイティブスピーカーに触れ
ることは大切。興味がわけば楽しくなるで
しょう。現在の活動を継続してください。

特別支援教育の推進 ・校内委員会の活性化を図ることなどによる指導・
支援の充実
・ユニバーサルデザインの視点を取り入れた個に
応じた指導の充実
・エンカレッジルームの活用促進
・副籍交流、交流及び共同学習の充実

専門員・ＳＣ・心理士・巡回指導教員・担
任との連携…各学期授業参観・適時
授業のユニバーサルデザイン化の推進
個別の教育支援計画・個別指導計画の
作成と活用

児童アンケートで学校生活に肯定的な回
答８割
学級崩壊なし

A

いきいきと学ぶ学
校づくり

確かな学力の向上 ・「確かな学力向上推進プラン」の実施・改善や補
習の実施などによる指導の充実と授業力の向上
・「各教科等の連携教育プログラム」による連携の
充実

放課後補習教室の実施…2年～6年生
(24～26回)
各学期にﾍﾞｰｼｯｸﾄﾞﾘﾙ診断テスト実施
家庭学習期間の実施：年４回

診断テストの平均正答率が一学期より５
ポイントアップ
家庭学習カードの提出１０割

読書科の更なる充実 ・読書を通じた探究的な学習の充実
（読書科ノートの活用、資料の収集の仕方や記録
の取り方の指導、自己の考えをまとめ表現する方
法の指導、朝読書と１単位時間の授業との関連付
け、他教科との関連等）
・学校図書館の整備、学校図書館を使った授業
の充実

図書館を活用した探究的学習を取り入れ
た授業…各学期１回以上（１２時間以上）
図書館スーパーバイザー、図書ボラン
ティアの活用による学校図書館の整備の
推進
図書館を使った調べる学習コンクールの
参加

調べたことを成果物としてまとめられる児
童９割
児童アンケートで学校図書館の活用に肯
定的な回答９割

A

A

特別支援教育の
充実

教員の資質向上

A

A

SC、心理士、専門員、介助員で連絡を密に取
り、児童の困り感に応じた支援を続けることがで
きている。アンケートでどの学級も肯定的な回
答が８割後半以上だった。教職員が児童としっ
かりと向き合い、学級崩壊することもなく1学期
を終えられた。しかし、人との関り方にトラブル
を抱えている児童がいるという一面もある。

A

専門員、教員等各員の連携がうまく
取れているとの事なので、これｋらも
継続してほしい。
荒れる前の対策等、大変細部に至
るまでの取組がされている。数値目
標も達成されている。
手厚いフォローがよい。

専門家からの指導を受け、教員
一人一人の指導力の底上げを
図っていく。
エンカレッジルームの有効活用
と共に全職員で組織的に対応
するように引き続きしていく。

A

特色ある教育の
展開

小中連携教育の推進 「小中連携教育構想」及び「各教科等の連携教育
プログラム」による連携の充実

連携教育プログラムに基づいた小中の授
業協議…年1回
６年生の体験授業・部活体験の実施連携
…年1回

児童アンケートで中学生になる
ことに希望をもつ児童（６年）９
割

B A

小学校中学校連携教育プログラムは感染予防
の為実践できていない。それでも多くの６年生
が中学生になることに希望をもっている。 A

鹿骨中学校を中心に、コロナ渦においても
連携を図っているとのこと。とても良いと考
える。
鹿骨中に感謝。中学校に行く前に希望を
もてるのはよい。

SDGｓ教育の充実 持続可能な社会を創造することを目指す教育活
動の実施

もったいない運動の取組実施
全学年
環境を考える学習：各学年1回
以上

児童アンケートでもったいない
運動への参加に肯定的な回答
8割

A

地域を生かした教育
の推進 A

直接交流が難しい場合
は、オンライン交流等を行
いながら進めていく。

全学級で事前研か研究授業を行い、授業改善
に努めている。児童も概ね授業が分かりやすい
と感じている。これからも教員の指導力を上げる
べく研修を重ねる。

ＳＤＧｓの研究を進めていることもあり、児童の意
識が高まっている。児童アンケートで肯定的な
回答が９割弱あった。 A

コロナ渦の中、ＳＤＧｓを進め、効果を上げ
ている。大変工夫されていて素晴らしい。
継続して研究を行っていただきたい。

ＳＤＧｓを起点として、カリキュラ
ムマネジメントを行い、児童の自
主的な活動を促すようにしてい
く。

今年度は相撲学習など実施できない行事があ
る反面、ふるさと学習などはどの学年も実施す
る。アンケートで肯定的な回答が９割を超えた。 A

地域との連携で目標が達成されている。
継続に感謝。
できる範囲でこれからも継続していただき
たい。

地域あっての学校と考え、「ふる
さと学習」等を最重要活動として
今後も行っていく。

A

A

教員研修の充実

教員の授業力の向上

・学習用タブレットを活用した授業実施に向けた
研修

教育課題実践推進校として『主体的に学び、考え、表現できる児
童の育成～SDGｓの視点を取り入れた、「できた」「わかった」が聞こ
える全員が輝く学校づくり～』ームづくりを研究する

教材提示装置やデジタル教科書、タブ
レットの活用を週３日以上実施
ICTｱｼｽﾀﾝﾄと連携した授業:年５回
目的を明確にしたＩＣＴ教員研修:年３回

授業観察：年3回以上計84回以上0
研究授業：年6回と事前授業10回
OJT研修：年6回以上

地域の自然や人材を活用した教育活動の実施 ＰＴＡと協働した鹿骨東小ふるさと学習プ
ログラム…各学年１回
地域を活用した学習…各学年年1回
学校応援団の活用

児童アンケートで地域の人や
自然の良さを感じる児童９割

日常の授業に、道具の一つとし
てタブレットを活用していけるよ
う、研修を定期的に行っていく。
また、機器の使用法の共通理
解を徹底していく。

教育課題推進実践校として授
業研究を通して指導力の向上
を図っていく。また、日常のＯＪＴ
研修も確実に行っていく。

学年に応じて、ＩＣＴを活用できる児童の
割合8割

児童アンケートで分かる授業
への肯定的な回答８割

A

A

ICT研修会を行い、タブレットの活用方法など
について学ぶことができた。課題は、児童の
ICT活用の素養を高めることである。 A

A

校長先生のリーダーシップのもと環境整備
も進み、ＩＣＴ機器の活用ができていると考
える。
子供たちも自主的に活用しているとのこ
と。素晴らしい。

研究授業を生かして、今後も授業力の向
上を継続してもらいたい。
教員の皆様の取組がよく、児童の評価も高
い。


